
予算総額9500万円の討ち入りプロジェクト『決算！忠臣蔵』

仇討ちも討ち入りも金勘定があってこそ！予算総額9500万円のプロジェクト『決算！忠臣蔵』

時代劇の冬の風物詩といえば「忠臣蔵」。主君の無念を晴らすために、家臣が１年９か月もの雌伏の時
を経て討ち入りを果たす物語である。首謀者たる筆頭家老の大石内蔵助が遊郭通いで世間の目を欺いた
史実は知られるが、討ち入りという壮大なプロジェクトに必要なのは、なんといっても「お金」がかか
る。

仇討ちも討ち入りも、金勘定があってこそ。そんな当たり前のことを、堤真一や岡村隆史、濱田岳らが
コメディタッチに演じて見せてくれる。『決算！忠臣蔵』は、討ち入りに至るまでの物語を資金と人材
のマネジメントという経済的側面から描いたエンタテインメント映画だ。

原作は東京大学史料編纂所教授、山本博文氏の著書『「忠臣蔵」の決算書』。2012年に新潮社から新
書として刊行され、話題になった。

＜あらすじ＞

今から約300年前、徳川綱吉の時代。赤穂藩藩主・浅野内匠頭（阿部サダヲ）は江戸城内・松の廊下で
幕府の重臣・吉良上野介に斬りかかり、即日切腹。藩は取り潰しの処分が下された。筆頭家老の大石内
蔵助（堤真一）は嘆く暇もなく、幼馴染みの勘定方・矢頭長助（岡村隆史）に助けられながら残務整理
に励み、御家再興の道を模索する。かき集めた予算は
9500万円。しかし、金の使い道がわからない内蔵助は、長助らの助言も聞かず、行き当たりばったり
の大盤振る舞いで金はどんどん減っていく。

やがて御家再興は幕府によりあっさり却下され、宿敵・吉良邸への討ち入りを決意した。当然討ち入り
にもお金がかかる。浪士たちの生活費や食費、家賃に加えて、江戸までの旅費、討ち入りに必要な武具
など支出はかさむ。節約する者がいれば、無駄遣いする者もいて、プロジェクトは難航。予算が足りず
に“リストラ”も余儀なくされる。

さらに予算の都合で討ち入りのチャンスは１回限り。果たして彼らは予算内で一大プロジェクト（討ち
入り）を無事やり遂げることができるのか。

（以下、ネタバレ注意）

＜見どころ＞



●役方と番方の対立は、現代の会社における経理と営業の攻防戦さながら

討ち入りという一大プロジェクトを経済的側面から描いた本作。観客に諸々の経費を実感してもらうた
め、スクリーン上で現在の価格に換算して表示するところが面白い。当時、店で食べる蕎麦の価格はお
よそ16文だったので、現在の蕎麦の価格を480円として１文＝30円。金1両＝銀56匁＝銭4000文＝12
万円となる。

赤穂藩は改易（取り潰し）となり、役方（経理担当）が残務整理を敢行。残っている資産を売り払い、
藩士への割賦金（退職金）などの支払いをしていく中で、精算されていなかった領収書が次々と出てく
る。代官との食事代が14万2000円、大坂・蔵屋敷の買い物が240万円などなど。支払いを渋る役方に
番方（いくさ担当）が「義理を欠いては御家の恥」と支払いを懇願する。現代の会社における経理と営
業の攻防戦を見ているようだ。

そして諸々の精算が済んだ後の残高は790両2朱、銀46匁9分5厘。現在価格にして約9500万円を総予
算として、まずは御家再興を目指すプロジェクトが開始された。

●適材適所のマネジメントで討ち入りを遂行

主君の弔い、御家再興のための工作費、討ち入りを唱える急進派を押しとどめる費用、江戸への旅費、
武器の調達。1つ1つ明らかになる金額はいずれも現代とは比べ物にならないほど高い。何をするにもお
金がかかるのだ。限られた予算でいかにして討ち入りを成就させるか。内蔵助は勘定方の矢頭にダメ出
しを連発されながらも、目的達成に向かってプロジェクトを進めていく。

内蔵助は最初から討ち入りを考えていたわけではない。藩内の状況、親戚筋の思惑などを考慮しながら
、浪士たちの心をうまくとらえる。その上で赤穂藩としてベストの道を探りながら、適材適所に人材を
配するマネジメントで討ち入りを成し遂げた。

ところで、討ち入り資金の大半は主君の正室・瑤泉院の化粧料（持参金）。瑤泉院がそのお金5000両
を赤穂の塩田問屋に貸し付け、資産運用していたものを内蔵助たちが回収したのだ。また、赤穂浪士の
討ち入りといえば兜のような頭巾に、鎖帷子を着込んだ火事装束を思い浮かべる人が多いだろうが、そ
のわけは本作を見るとわかる。ほかにも内蔵助は1500石で年収は約6900万円など、忠臣蔵にまつわる
豆知識が満載である。

●内蔵助の妻を演じた竹内結子のはにかむような色気に注目

数字だけでは映画として深みがない。中村監督は自ら脚本を書き、登場人物に人間味を足す。内蔵助は
番方の討ち入り派からせっつかれ、役方から無駄使いを指摘される。困り果てる姿は私たちと変わらな
い。また、女好きなだけでなく、愛妻家の一面も見せる。堤真一が肩の力を抜き、関西弁で緩やかに演
じて魅力的な内蔵助を作り上げた。

討ち入りに消極的だった毒見役の大高源吾は結局、最後まで内蔵助に従い、資金不足ゆえの討ち入りメ
ンバーの“リストラ”を担当。意気込む浪士を巧みな話術で討ち入りを翻意させる。演じた濱田岳の真
骨頂といえるだろう。

内蔵助の妻を演じた竹内結子が女にだらしない内蔵助をきっと睨みつける顔、内蔵助と2人きりのとき
のはにかむような色気はファンならずともたまらない。ほかにも、土壇場で逃げてしまう役どころの多
い荒川良々が最後までやる気満々の堀部安兵衛を演じる意外性など、キャストが作り出す見どころもた
っぷりだ。

文：堀木 三紀（映画ライター）
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